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議会をめざして信頼
される

　町議会議員選挙は９月17日に告示され、無投票で12名の議員が決定しました。
10月２日に臨時会を開き、議長、副議長を選挙で選出したほか、常任委員や監
査委員などの職を決定しました。
　４年の任期中、住民の負託にこたえる議会活動ができるよう、議員一同決意を
新たにしています。

　「
や
り
ま
す
！
あ
な
た
の
声
を
町

政
へ
」
を
も
と
に
、
皆
さ
ま
の
考

え
を
議
会
に
反
映
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
安
全
安
心
の
町
づ

く
り
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。

　
昨
年
・
今
年
と
水
害
が
起
き
大

刀
洗
基
幹
産
業
の
農
業
に
多
大
な

被
害
が
発
生
の
中
、
河
川
改
修
に

全
力
を
傾
け
、
町
の
発
展
の
た
め

に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
地
域
と
共
に
」
行
動
・
実
行
を

活
動
の
基
軸
に
し
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に
地
域
の

声
が
行
政
に
届
く
、
身
近
な
議
会

の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

①
農
業
の
振
興
　
②
教
育
の
充
実

③
女
性
の
活
躍
推
進
　
④
健
康
づ

く
り
の
４
つ
の
施
策
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
皆
様
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
議
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
新
し
い
令
和
の
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
「
住
民
主
体
の
郷
土
づ
く
り
」

に
、
汗
を
か
き
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
期
か
ら
、
常
任
委
員
会

の
任
期
は
２
年
に
改
定
し
て

い
ま
す
。

　「
住
民
主
役
・
全
力
投
球
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
町

づ
く
り
に
、
ま
た
議
会
運
営
委
員

長
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　「
一
人
ひ
と
り
の
声
が
活
か
さ
れ

る
町
に
」
が
モ
ッ
ト
ー
。

　
議
会
本
来
の
役
割
を
果
た
し
、

安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

　
９
月
の
議
員
選
挙
が
無
投
票
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
員
定
数
、

報
酬
な
ど
に
つ
い
て
議
会
で
議
論

し
、
町
民
の
声
を
広
く
聞
い
て
い

き
ま
す
。

　
町
民
が
安
心
、
安
全
で
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
に
考
え
る
力
、
や
り

抜
く
力
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か

ら
の
町
の
将
来
像
を
見
据
え
、
町

行
政
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
憲
法
を
守
り
、
地
方
自
治
の
本

旨
を
実
現
で
き
る
大
刀
洗
町
に
。

多
様
な
意
見
が
闊
達
に
議
論
で
き

る
議
会
へ
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
議
長
を
拝
命
し
、
議
会
の

代
表
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
責
務
を
果
た
す
べ
く
一
生

懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
全
国
的
に
町
村
議

員
の
な
り
手
不
足
が
問
題
と

な
る
な
か
、
当
町
議
会
の
選

挙
に
お
い
て
も
32
年
ぶ
り
の

無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
何

が
問
題
な
の
か
。
課
題
解
決

に
向
け
て
、
全
議
員
で
構
成

す
る
議
会
改
革
特
別
委
員
会

で
、
報
酬
や
定
数
の
あ
り
方

な
ど
、
早
急
な
議
論
を
し
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
会
基
本
条
例
の
目
的
に

あ
る
「
情
報
公
開
と
町
民
参

加
を
基
本
に
し
た
町
民
に
信

頼
さ
れ
、
存
在
感
の
あ
る
議

会
」
を
目
指
し
、
町
の
発
展

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

　
副
議
長
に
選
出
さ
れ
誠
に

光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の

職
責
の
重
さ
を
深
く
感
じ
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
町
民
福
祉
の
向
上
や
町

政
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
公
平
公
正
か
つ
円

滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
議

会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
て
い
く
覚

悟
で
す
。

平田　利治

東　　義一

平山　賢治

総務文教厚生常任委員会建設経済常任委員会

平田　康雄

委
員
長
　
平
山
　
賢
治

副
委
員
長
　
平
田
　
康
雄

委
　
　
員
　
隠
塚
　
春
子

委
　
　
員
　
東
　
　
義
一

委
　
　
員
　
古
賀
　
世
章

委
員
長
　
黒
木
　
德
勝

副
委
員
長
　
平
山
　
賢
治

委
　
　
員
　
森
田
　
勝
典

委
　
　
員
　
松
熊
武
比
古

委
　
　
員
　
高
橋
　
直
也

平
田
　
康
雄

黒木　德勝

古賀　世章

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

　
　
　
　
　監
査
委
員

目
指
し
ま
す  

存
在
感
の
あ
る
議
会
づ
く
り

住
民
目
線
の
議
会
運
営
を

副議長

高橋　直也
たかはし なおや

議長

安丸  眞一郎
やすまる しんいちろう

委員長

森田　勝典
もりた かつのり

副委員長

隠塚　春子
おんつか はるこ

ひらた としはる

ひがし よしかず

ひらやま けんじ

委員長

松熊  武比古
まつくま たけひこ

副委員長

野瀬　繁隆
の　せ しげたか

ひらたくろき

こ　が としあき

のりかつ やすお

たちあらい 議会だより  第164号
令和元年10月発行 2



議会をめざして信頼
される

　町議会議員選挙は９月17日に告示され、無投票で12名の議員が決定しました。
10月２日に臨時会を開き、議長、副議長を選挙で選出したほか、常任委員や監
査委員などの職を決定しました。
　４年の任期中、住民の負託にこたえる議会活動ができるよう、議員一同決意を
新たにしています。

　「
や
り
ま
す
！
あ
な
た
の
声
を
町

政
へ
」
を
も
と
に
、
皆
さ
ま
の
考

え
を
議
会
に
反
映
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
安
全
安
心
の
町
づ

く
り
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。

　
昨
年
・
今
年
と
水
害
が
起
き
大

刀
洗
基
幹
産
業
の
農
業
に
多
大
な

被
害
が
発
生
の
中
、
河
川
改
修
に

全
力
を
傾
け
、
町
の
発
展
の
た
め

に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
地
域
と
共
に
」
行
動
・
実
行
を

活
動
の
基
軸
に
し
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
と
と
も
に
地
域
の

声
が
行
政
に
届
く
、
身
近
な
議
会

の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

①
農
業
の
振
興
　
②
教
育
の
充
実

③
女
性
の
活
躍
推
進
　
④
健
康
づ

く
り
の
４
つ
の
施
策
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
皆
様
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
議
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、
新
し
い
令
和
の
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
「
住
民
主
体
の
郷
土
づ
く
り
」

に
、
汗
を
か
き
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
期
か
ら
、
常
任
委
員
会

の
任
期
は
２
年
に
改
定
し
て

い
ま
す
。

　「
住
民
主
役
・
全
力
投
球
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
町

づ
く
り
に
、
ま
た
議
会
運
営
委
員

長
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　「
一
人
ひ
と
り
の
声
が
活
か
さ
れ

る
町
に
」
が
モ
ッ
ト
ー
。

　
議
会
本
来
の
役
割
を
果
た
し
、

安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

　
９
月
の
議
員
選
挙
が
無
投
票
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
員
定
数
、

報
酬
な
ど
に
つ
い
て
議
会
で
議
論

し
、
町
民
の
声
を
広
く
聞
い
て
い

き
ま
す
。

　
町
民
が
安
心
、
安
全
で
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
に
考
え
る
力
、
や
り

抜
く
力
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か

ら
の
町
の
将
来
像
を
見
据
え
、
町

行
政
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
憲
法
を
守
り
、
地
方
自
治
の
本

旨
を
実
現
で
き
る
大
刀
洗
町
に
。

多
様
な
意
見
が
闊
達
に
議
論
で
き

る
議
会
へ
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
議
長
を
拝
命
し
、
議
会
の

代
表
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
責
務
を
果
た
す
べ
く
一
生

懸
命
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
全
国
的
に
町
村
議

員
の
な
り
手
不
足
が
問
題
と

な
る
な
か
、
当
町
議
会
の
選

挙
に
お
い
て
も
32
年
ぶ
り
の

無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
何

が
問
題
な
の
か
。
課
題
解
決

に
向
け
て
、
全
議
員
で
構
成

す
る
議
会
改
革
特
別
委
員
会

で
、
報
酬
や
定
数
の
あ
り
方

な
ど
、
早
急
な
議
論
を
し
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
会
基
本
条
例
の
目
的
に

あ
る
「
情
報
公
開
と
町
民
参

加
を
基
本
に
し
た
町
民
に
信

頼
さ
れ
、
存
在
感
の
あ
る
議

会
」
を
目
指
し
、
町
の
発
展

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

　
副
議
長
に
選
出
さ
れ
誠
に

光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の

職
責
の
重
さ
を
深
く
感
じ
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
町
民
福
祉
の
向
上
や
町

政
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
公
平
公
正
か
つ
円

滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
議

会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
て
い
く
覚

悟
で
す
。

平田　利治

東　　義一

平山　賢治

総務文教厚生常任委員会建設経済常任委員会

平田　康雄

委
員
長
　
平
山
　
賢
治

副
委
員
長
　
平
田
　
康
雄

委
　
　
員
　
隠
塚
　
春
子

委
　
　
員
　
東
　
　
義
一

委
　
　
員
　
古
賀
　
世
章

委
員
長
　
黒
木
　
德
勝

副
委
員
長
　
平
山
　
賢
治

委
　
　
員
　
森
田
　
勝
典

委
　
　
員
　
松
熊
武
比
古

委
　
　
員
　
高
橋
　
直
也

平
田
　
康
雄

黒木　德勝

古賀　世章

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

　
　
　
　
　監
査
委
員

目
指
し
ま
す  

存
在
感
の
あ
る
議
会
づ
く
り

住
民
目
線
の
議
会
運
営
を

副議長

高橋　直也
たかはし なおや

議長

安丸  眞一郎
やすまる しんいちろう

委員長

森田　勝典
もりた かつのり

副委員長

隠塚　春子
おんつか はるこ

ひらた としはる

ひがし よしかず

ひらやま けんじ

委員長

松熊  武比古
まつくま たけひこ

副委員長

野瀬　繁隆
の　せ しげたか

ひらたくろき

こ　が としあき

のりかつ やすお

たちあらい 議会だより  第164号
令和元年10月発行3



森
田
　
勝
典

隠
塚
　
春
子

平
田
　
康
雄

野
瀬
　
繁
隆

黒
木
　
德
勝

平
田
　
利
治

平
山
　
賢
治

東
　
　
義
一

古
賀
　
世
章

松
熊
武
比
古

高
橋
　
直
也

安
丸
眞
一
郎

久留米市外三市町高等学校組合（三井中央高校） 〇 〇

両筑衛生施設組合（両筑苑） 〇 〇

甘朝三環境施設組合（サンポート）　 〇 〇

久留米広域市町村圏事務組合（消防など） 〇 〇

三井水道企業団　 〇 〇 〇 〇

久留米地方拠点都市地域整備推進協議会 〇

大刀洗町土地開発公社　 理 理 理 監 理

表彰審査委員会 〇 〇 〇

都市計画審議会　 〇 ◎ 〇 〇

小郡三井地区防犯協会　 〇 〇

大刀洗町社会福祉協議会　 理 評 監

小郡市大刀洗町葬斎施設組合（河北苑） 〇 〇 〇 〇

筑後川中流右岸流域下水道促進協議会 〇

国道322号改良促進協議会　 〇

大刀洗川改修促進期成会　　 〇 〇 〇 〇 〇

陣屋川改修促進期成会　　 〇 〇 〇 〇 〇

床島蜷城地区改修期成同盟会　 〇 〇 〇 〇

県道塔の瀬十文字小郡線整備促進期成会 〇 〇 〇 〇 〇

主要地方道久留米筑紫野線道路建設促進期成会 〇

筑後川未来空間形成推進期成会 〇

　10月２日の臨時会では、常任委員会のほか、
複数の市町村で事業をおこなう一部事務組合
の議員や、道路、河川などの改修期成会の所
属なども決定しました。
　それぞれの条例に応じて任期を務めます。

そのほかの役職も決まる

◎…委員長　　理…理事　　監…監事　　評…評議員

議会改革
特別委員会を設置

町議選、32年ぶりの

投票に無

無投票の告知が
貼られた掲示板

　これまでに引き続き、今期も議会改革の

ため特別委員会を設置することを可決しま

した。議会活動のありかたや、議会改革に

関する課題などを、全議員で調査すること

としています。

　委員長に平田利治議員、

副委員長に松熊武比古議員

が互選されました。

　

９
月
17
日
に
告
示
さ
れ
た
町
議
会
議
員

選
挙
（
定
数
12
）
は
、
立
候
補
者
が
12
名
だ

っ
た
た
め
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

町
議
選
の
無
投
票
は
昭
和
62
年
（
当
時
は

定
数
14
）以
来
32
年
ぶ
り
と
の
こ
と
で
す
。

　

全
国
的
に
、
町
村
の
議
員
の
な
り
手
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
員
の
職

責
や
負
担
は
ど
う
か
、
定
数
や
報
酬
は
妥

当
な
の
か
、
今
後
の
議
会
の
あ
り
か
た
を

町
全
体
の
課
題
と
し
て
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
の
ご
意
見
に

お

　

 

え
し
ま
す

答

ごみ分別は徹底すべき

議員も入ってテーブルごとに懇談しました

第
９
回

議
会
報
告
会

　ごみの分別が徹底してい
ない。日本人だけではなく
外国人にもルールを徹底す
べきでは。

　広報などで注意喚起を求め
ていくが、各区でも努力して
ほしい。外国人には５か国語
で説明書を作成しています。

ご意見

ご意見

ご意見

道路の整備は
　道路上にはみ出している
樹木の伐採をしてほしい。
　傷んだ道路も整備してほ
しい。

　樹木の伐採は各行政区で
話し合って、傷んだ道路が
あれば建設課に区長要望を
出していただきたい。

議会

議会

ご意見

一般の人も授業参観を
　一般の人も授業参観がで
きれば、授業の状況や子ど
も達との接し方が分かると
思うが。

　各学校では地域に開かれ
た取り組みが行われており、
学校長の許可があれば授業
を参観できます。

議会

町の人口対策は

子どもの防犯対策は

　町の人口はどうなってい
るか。定住促進住宅から町
への定住率は。

　町の人口は微増。定住促
進住宅への入居者は町内か
ら約６割、町外から約４割で
す。現在３世帯が町に定住
しました。

議会

防災対策は大丈夫か
　ふれあいセンターは防災
施設に指定されているが災
害時は大丈夫か。

　各校区センタートイレの改
修などが計画されています
が、指定避難所として必要な
設備や改修を求めます。

議会

ご意見

議会

　小学生の登下校時の安全
のため、防犯ブザーを配布
してほしい。

　企業からの寄附により新1
年生全員に防犯笛が配布さ
れています。なお、防犯ブ
ザーは要望していきます。

ご意見

　
５
月
の
議
会
報
告
会
で
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
に
対

し
、議
会
と
し
て
の
回
答
を
ま
と

め
ま
し
た（
前
任
期
の
議
会
）。

　
回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
回
答
の
全
文
は

　
　
　
　
コ
チ
ラ
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議員
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
（
※
）
の
報
酬
が
減
額
さ
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。
課
題
に
対
応
で

き
て
い
る
か
。

課長
　

4
月
か
ら
、
常
勤
で
は
な
く
週
1

回
中
学
校
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
人
材
の
確
保
が
難
し
い
。

議員
　

免
許
証
の
自
主
返
納
の
支
援
品

は
一
人
1
万
円
分
と
の
こ
と
だ
が
、

返
納
で
は
な
く
更
新
し
な
か
っ
た

人
へ
の
対
応
は
。

課長
　

対
象
は
あ
く
ま
で
自
主
返
納
者
で

あ
り
、
免
許
更
新
せ
ず
失
効
し
た
場

合
は
対
象
外
と
な
る
。

議員
　

移
住
支
援
金
は
、
東
京
か
ら
の

移
住
者
が
対
象
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
は
。

係長
　

首
都
圏
に
連
続
５
年
以
上
在
住

し
、
か
つ
東
京
23
区
に
５
年
以
上
勤

務
を
し
て
い
る
方
が
対
象
。
地
方
創

生
の
事
業
で
あ
り
、
起
業
や
就
職
な

ど
移
住
の
条
件
に
つ
い
て
県
の
審
査

が
必
要
に
な
る
。

（
※
）
子
ど
も
の
家
庭
環
境
に
対
応
す

る
た
め
、
教
員
を
支
援
し
た
り

す
る
福
祉
の
専
門
家
。

災
害
復
旧
費
な
ど
を
追
加

９月
定例会

　

９
月
定
例
会
に
は
、一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
21
日
豪
雨
の
被
害
対
応
や
災
害
ご
み
の
処
理
、
暗あ
ん
き
ょ渠
排
水
の
工
事
費

な
ど
の
追
加
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

７月臨時会

２件とも全会一致で
承認・可決しました。

追加（減額）額
災害ごみ処理委託料 67万円

農林災害復旧委託料 1300万円

町道災害復旧委託料 800万円

農林災害復旧工事費 8700万円

公共災害復旧工事費 1950万円

運転免許証自主返納支援品 70万円

暗 渠 排 水 工 事 費 9600万円

スクールソーシャルワーカー報酬 ▲304万円

移 住 支 援 補 助 金 200万円

一般会計で追加・減額された主なもの

菅野橋下部工工事の受託契約（専決処分）

教育用情報機器の購入契約

　菅野橋の災害復旧事業にあたって、
国土交通省に下部工工事を委託する
もの。契約金額は２億1431万円。

　町内小学校向けに、タブレット116
台やカラー複合機3台、ネットワーク
機器などを購入するもの。
　2106万円で㈱アステムが落札。
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９
月
定
例
会
は
９
月
２

日
か
ら
９
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
、
災
害
復
旧
費

用
を
含
む
補
正
予
算
や
、

町
施
設
の
使
用
料
改
定
な

ど
の
議
案
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
５
名
が
登

壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま

し
た
。

（
９
月
議
会
の
た
め
前
任
の

議
会
構
成
で
す
）

7月豪雨で溢水した陣屋川



請願者
　　福岡県教職員組合　　　　　
　　　　　　浮羽三井支部長ほか

紹介議員　　花等　順子

請願事項
　ゆたかな学びを保障するために教
職員定数改善などの施策が最重要課
題となっている。
　来年度の予算編成において以下の
事項が実現されるよう求める。

１　計画的な教職員定数改善の推進
２　義務教育での35人以下学級の早
期実現

３　義務教育費の国庫負担割合を２
分の１に復元すること

　天皇陛下の即位に関し、町議会と
して、町民を代表しお祝いを表する
賀詞を決議しました。

請願を全会一致で採択し、意
見書を関係大臣に送付しまし
た。

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
変
更
に
と
も
な

っ
て
、
町
施
設
の
使
用
料
な
ど
を
一
部
改

定
し
ま
す
。
対
象
は
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
会
館
、
町
立
公
園
、
運
動
公
園

な
ど
で
す
。

議員
　

下
水
道
使
用
料
や
ご
み
袋
代
な
ど

は
ど
う
な
る
か
。

課長
　

下
水
道
使
用
料
は
外
税
方
式
な

の
で
条
例
の
変
更
は
な
い
。
ご
み

袋
代
は
、
現
在
で
も
や
や
高
い
の

で
据
え
置
き
と
し
た
。

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、

町
の
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
の
任
用
方
法

や
待
遇
を
改
定
し
ま
す
。

議員
　

現
在
の
嘱
託
・
臨
時
職
員
の
人
数

は
。
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
人
件
費

な
ど
は
ど
う
変
わ
る
か
。

係長
　

町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
を
合

わ
せ
て
115
名
。
新
し
い
制
度
に
移

行
し
た
場
合
、
来
年
度
か
ら
は
期

末
手
当
が
発
生
す
る
た
め
、
年
間

２
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
増
額
と
な

る
見
通
し
。

　

小
規
模
保
育
事
業
な
ど
の
運
営
に
あ
た

り
、
連
携
施
設
の
条
件
の
変
更
や
、
経
過

期
間
の
延
長
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

関
す
る
規
定
の
変
更
・
追
加
を
お
こ
な
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
に

　
町
道
の
認
定
や
変
更
、
印
鑑
条
例

の
改
正
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

や
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
補

正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

可
決
し
ま
し
た
。

教職員定数改善と、
義務教育費の国庫負担制度拡充に
かかる意見書

天皇陛下御即位奉祝賀詞

安
丸
眞
一
郎

黒
木
　
德
勝

森
田
　
勝
典

林
　
　
威
範

平
田
　
利
治

松
熊
武
比
古

長
野
　
正
明

平
田
　
康
雄

高
橋
　
直
也

平
山
　
賢
治

花
等
　
順
子

山
内
　
　
剛

会
議
の

結
果

７月
臨時会 契　約

菅野橋の下部工工事の受託契約（専決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認

教育用情報機器の購入契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

９月
定例会

補正予算

一般会計(専決など2件) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承認

特別会計
国保、後期高齢者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

条例など

消費税の改正にともなう使用料改定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ - 可決

任用職員の給与、家庭的保育事業の設備、
特定教育・保育事業、印鑑条令の改正（全４件）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

町道の認定、変更（全2件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決

請　願 教職員定数改善など ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 採択

※議長は採決に加わりません。
私はこう判断（○…賛成、×…反対）

消
費
税
増
税
に
と
も
な
い

使
用
料
を
改
定

町
職
員
の
任
用
や待
遇
を
改
定

保
育
事
業
の
制
度
変
更
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決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
バ
イ
パ

ス
建
設
と
平
行
し
て
工
事
を
進

め
る
の
が
県
の
方
針
で
あ
る
。

議員
　

中
学
校
付
近
の
歩
道

の
延
長
工
事
は
。

課長
　

境
界
が
不
明
な
土
地

が
あ
る
た
め
、
測
量
業

務
が
終
了
し
て
い
な
い
。

課長
　

農
地
の
復
旧
は
90

%
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
は
80

%

の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

　

農
業
用
機
械
の
補
助
率
は
50

％
だ
が
、
町
独
自
の
上
乗
せ
補

助
を
検
討
す
る
。

建物などの地権者
交渉を実施中

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

平田　康雄  議員

国道322号バイパスの
進捗状況は

一 般 質 問

議員
　

国
道
322
号
バ
イ
パ
ス

建
設
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
日
程
は
。

課長
　

測
量
や
建
物
な
ど
の

調
査
は
一
部
を
残
し
終

了
し
、
現
在
、
建
物
な
ど
の
地

権
者
交
渉
を
実
施
中
で
あ
る
。

　

今
後
、
建
物
の
移
転
補
償
や

農
地
の
買
収
を
進
め
、
事
業
用

地
が
あ
る
程
度
確
保
で
き
た
段

階
で
工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

議員
　

国
道
322
号
の
側
溝
や

歩
道
整
備
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
日
程
は
。

課長
　

県
か
ら
は
、
現
道
拡

幅
部
分
か
ら
工
事
を
進

め
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
側

溝
や
歩
道
整
備
の
日
程
は
ま
だ

議員
　

遊
水
地
設
置
な
ど
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

課長
　

国
・
県
・
関
係
市
町

で
大
刀
洗
川
等
浸
水
対

策
検
討
会
を
設
け
、
治
水
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。

議員
　

決
壊
し
た
堤
防
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
防
護
壁
を

設
け
る
な
ど
補
強
す
べ
き
で
は
。

課長
　

同
一
箇
所
が
再
び
決

壊
し
な
い
よ
う
な
堤
防

整
備
を
県
に
強
く
要
望
す
る
。

議員
　

被
害
を
受
け
た
施
設

な
ど
の
復
旧
に
助
成
は
。

町政を問う！

問.

大
刀
洗
川
の
治
水
対
策
は

浸
水
対
策
検
討
会
を
設
け
検
討
中

課
長
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議員
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）の
増
員
は
。

教育長
　

現
状
の
１
名
で
全
体

を
見
通
す
の
は
非
常
に

困
難
と
考
え
て
い
る
。

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
バ
イ
パ

ス
建
設
と
平
行
し
て
工
事
を
進

め
る
の
が
県
の
方
針
で
あ
る
。

議員
　

中
学
校
付
近
の
歩
道

の
延
長
工
事
は
。

課長
　

境
界
が
不
明
な
土
地

が
あ
る
た
め
、
測
量
業

務
が
終
了
し
て
い
な
い
。

課長
　

農
地
の
復
旧
は
90

%
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
は
80

%

の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

　

農
業
用
機
械
の
補
助
率
は
50

％
だ
が
、
町
独
自
の
上
乗
せ
補

助
を
検
討
す
る
。

議員
　

小
学
校
の
標
準
授
業

時
数
で
３
・
４
年
生
は

外
国
語
活
動
が
年
間
20
時
間
、

５
・
６
年
生
は
英
語
が
35
時
間

増
加
す
る
。
英
語
検
定
試
験
へ

の
補
助
の
考
え
は
。

教育長
　

文
部
科
学
省
が
設
定

し
た
目
標
は
、
中
学
校

卒
業
段
階
で
生
徒
の
50
％
の
英

語
力
を
英
検
３
級
程
度
以
上
と

す
る
こ
と
。
目
標
に
近
づ
け
る

よ
う
来
年
度
は
予
算
や
実
施

方
法
な
ど
も
含
め
、
英
語
検

定
試
験
の
補
助
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

建物などの地権者
交渉を実施中

69で、筑前町や
小郡市より多い

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

今
後
は
一
人
の
住
民

と
し
て
町
の
発
展
を

応
援
し
ま
す
。

　

２
期
８
年
間
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　

し
た
。

　

地
元
の
意
見
に
耳

を
傾
け
復
旧
に
生
か

す
こ
と
が
重
要
。

　

し
っ
か
り
と
県
に

申
し
入
れ
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　
　
　
　

消
費
税
引
き
上
げ
緩

和
を
目
的
と
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
参
加

事
業
所
数
は
。

課長
　

約
300
事
業
所
に
参
加

登
録
を
案
内
し
、
69
事

業
所
が
参
加
。
筑
前
町
、
小
郡

市
よ
り
多
い
。

議員

林　威範  議員

議員
　

商
工
会
発
行
の
く
ら

し
得
々
商
品
券
事
業
の

参
加
は
約
140
だ
が
、
今
回
、
半

数
と
な
る
原
因
は
。

課長
　

換
金
ま
で
に
２
カ
月

程
度
か
か
る
こ
と
、
購

入
者
が
限
定
さ
れ
、
ど
れ
だ
け

使
用
さ
れ
る
か
不
透
明
と
い
う

点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

議員
　

事
業
所
の
資
金
繰
り

が
課
題
で
あ
る
な
ら
、

換
金
期
間
に
町
が
資
金
を
貸
し

出
せ
ば
、参
加
は
増
え
る
の
で
は
。

課長
　

町
が
資
金
を
立
て
替

え
る
考
え
は
な
い
。

似た事業が同じ時期に…。

国道322号バイパスの
進捗状況は

プレミアム商品券
参加事業所数は

議員
　

国
道
322
号
バ
イ
パ
ス

建
設
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
日
程
は
。

課長
　

測
量
や
建
物
な
ど
の

調
査
は
一
部
を
残
し
終

了
し
、
現
在
、
建
物
な
ど
の
地

権
者
交
渉
を
実
施
中
で
あ
る
。

　

今
後
、
建
物
の
移
転
補
償
や

農
地
の
買
収
を
進
め
、
事
業
用

地
が
あ
る
程
度
確
保
で
き
た
段

階
で
工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

議員
　

国
道
322
号
の
側
溝
や

歩
道
整
備
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
日
程
は
。

課長
　

県
か
ら
は
、
現
道
拡

幅
部
分
か
ら
工
事
を
進

め
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
側

溝
や
歩
道
整
備
の
日
程
は
ま
だ

議員
　

遊
水
地
設
置
な
ど
も

検
討
す
べ
き
で
は
。

課長
　

国
・
県
・
関
係
市
町

で
大
刀
洗
川
等
浸
水
対

策
検
討
会
を
設
け
、
治
水
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。

議員
　

決
壊
し
た
堤
防
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
防
護
壁
を

設
け
る
な
ど
補
強
す
べ
き
で
は
。

課長
　

同
一
箇
所
が
再
び
決

壊
し
な
い
よ
う
な
堤
防

整
備
を
県
に
強
く
要
望
す
る
。

議員
　

被
害
を
受
け
た
施
設

な
ど
の
復
旧
に
助
成
は
。

課長 課長

側溝・歩道の整備予定地（上高橋）

問.

英
語
検
定
試
験
へ
の
補
助
は

予
算
や
実
施
方
法
も
含
め
検
討
し
た
い

教
育
長



たちあらい 議会だより  第164号
令和元年10月発行 10

　
　
　
　

産
後
の
育
児
支
援
と

し
て
、
訪
問
に
よ
る
家

事
支
援
、
送
迎
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
が
、
当
町
で

の
検
討
は
。

課長
　

シ
ル
バ
ー
マ
マ
サ
ー

ビ
ス
は
年
間
１
件
の
利

用
だ
っ
た
。
訪
問
事
業
の
要
求

が
あ
れ
ば
、
関
係
課
で
協
議
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
　

保
育
の
一
部
無
償
化

に
と
も
な
い
給
食
費
が

実
費
徴
収
と
な
る
が
、
町
内
の

実
施
は
。

議員議員

課長
　

町
内
５
保
育
園
は
副

食
費
を
月
４
５
０
０
円

と
し
、
町
が
５
０
０
円
を
補
助

す
る
。
園
の
事
務
負
担
や
滞
納

対
応
な
ど
は
今
後
協
議
し
た
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

避
難
所
や
避
難
所

ま
で
の
安
全
確
保
は

喫
緊
の
課
題
で
す
。

ぜ
ひ
、
総
点
検
を
望

み
ま
す
。

女性登用を進めていく副町長

花等　順子  議員

　
　
　
　

平
成
26
年
度
の
審
議

会
に
お
け
る
女
性
登

用
率
は
29
・
４
％
で
、
県
内
60

自
治
体
中
16
位
、
27
年
度
は

35
・
５
%
だ
っ
た
。そ
の
後
徐
々

に
下
が
り
、
30
年
度
は
27
・
６

％
と
51
位
に
な
っ
て
い
る
が
な

ぜ
か
。

副町長
　

原
因
と
し
て
は
、
住

民
協
議
会
の
構
成
の
変

化
が
大
き
い
。
51
位
に
下
が
っ

た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
今
後
と

も
女
性
登
用
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
て
き
た
も
ち
の
き

の
会
が
３
月
に
解
散
し
た
が
、
今

後
は
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
推

進
審
議
会
の
委
員
は
未
決
定
に
な

っ
て
い
る
が
。

議員議員

課長
　

町
内
の
女
性
役
員
や

賛
同
す
る
男
性
と
交
流

会
を
立
ち
上
げ
意
見
交
換
を
行

う
。
こ
の
会
を
も
ち
の
木
の
会

と
し
て
意
思
を
引
き
継
い
で
行

け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。
審
議

会
は
本
年
中
に
開
催
し
、
こ
れ

ま
で
の
推
進
状
況
を
審
議
し
て

も
ら
う
。

　
　
　
　

昨
今
、
水
害
が
多
発

し
て
避
難
所
の
安
全
性

が
問
わ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

課長
　

避
難
所
に
よ
っ
て
は

道
路
が
冠
水
し
て
機
能

を
発
揮
で
き
な
い
状
況
が
あ

る
。
災
害
に
応
じ
て
総
合
的
に

判
断
し
、
安
全
な
場
所
に
避
難

所
を
開
設
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

道
路
の
冠
水
や
遠
す

ぎ
て
指
定
避
難
所
ま
で

行
け
な
い
状
況
が
あ
る
。
身
近

な
自
治
公
民
館
を
開
放
で
き
な

い
か
。

議員議員

課長
　

公
民
館
は
一
時
避
難

所
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
管
理
者
の
区
長
と
相
談

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

男女共同参画社会の
実現を

　　 消費税増税への見解と
　　 対策は

もちのきの会主催の講演会

町長
　

今
回
の
増
税
は
社
会

保
障
の
財
源
確
保
の
た

め
と
し
て
い
る
の
で
、
年
金
、

医
療
、
子
育
て
の
充
実
な
ど
に

つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
景
気
対
策
と
し
て
、

低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯
向
け

の
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
を

発
行
す
る
。

　
　
　
　

住
民
の
負
担
感
が
大

き
い
も
の
が
国
保
税
で

あ
り
、
せ
め
て
子
ど
も
に
も
課

税
さ
れ
る
均
等
割
は
廃
止
し
て

負
担
軽
減
す
べ
き
で
は
。

課長
　

子
ど
も
に
対
す
る
均

等
割
の
減
免
は
協
議
し

て
い
な
い
。

議員

　
　
　
　

私
た
ち
が
お
こ
な
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

生
活
が
悪
く
な
っ
た
と
の
回
答

が
48

%
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら

に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
れ
ば
、

世
帯
あ
た
り
６
万
２
千
円
の
負

担
増
と
な
り
、
複
数
税
率
に
よ

る
自
営
業
者
の
負
担
も
膨
大
に

な
る
。
消
費
税
増
税
に
対
す
る

町
長
の
見
解
と
対
策
は
。

議員

社会保障の充実に期待

問.

自
治
公
民
館
を
避
難
所
に

区
長
と
相
談
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い

課
長

産
後
の
育
児
に
訪
問
支
援
を

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
今
後
協
議
し
た
い

課
長

☆
こ
の
ほ
か
に
、
水
害
対
応
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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産
後
の
育
児
支
援
と

し
て
、
訪
問
に
よ
る
家

事
支
援
、
送
迎
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
も
増
え
て
い
る
が
、
当
町
で

の
検
討
は
。

課長
　

シ
ル
バ
ー
マ
マ
サ
ー

ビ
ス
は
年
間
１
件
の
利

用
だ
っ
た
。
訪
問
事
業
の
要
求

が
あ
れ
ば
、
関
係
課
で
協
議
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
　

保
育
の
一
部
無
償
化

に
と
も
な
い
給
食
費
が

実
費
徴
収
と
な
る
が
、
町
内
の

実
施
は
。

議員議員

課長
　

町
内
５
保
育
園
は
副

食
費
を
月
４
５
０
０
円

と
し
、
町
が
５
０
０
円
を
補
助

す
る
。
園
の
事
務
負
担
や
滞
納

対
応
な
ど
は
今
後
協
議
し
た
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

議
員
の

つ
ぶ
や

き

現状での参加は難しい教育長

平山　賢治  議員

　　 消費税増税への見解と
　　 対策は

　
　
　
　

大
刀
洗
戦
没
者
追
悼

式
へ
の
参
加
状
況
は
。

町長
　

戦
後
74
年
を
経
過

し
、
遺
族
の
方
々
も
高

齢
に
な
ら
れ
、
遺
族
会
会
員
も

年
々
減
少
し
て
い
る
。
ご
遺
族

の
参
列
者
数
は
10
年
前
に
比
べ

53
名
の
減
少
、
43
％
の
減
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
　

平
和
の
大
切
さ
を
次

の
世
代
に
語
り
継
ぐ

た
め
に
、
平
和
・
人
権
学
習
の

一
環
と
し
て
、
小
学
生
な
ど
を

式
典
に
参
列
さ
せ
る
考
え
は
な

い
か
。

教育長
　

戦
没
者
追
悼
式
典
は

毎
年
４
月
に
行
わ
れ
て

お
り
、
学
校
行
事
な
ど
の
関
係

議員議員

　

多
く
の
尊
い
犠
牲

の
う
え
に
今
日
の
平

和
が
あ
る
こ
と
を
思

い
、
今
こ
そ
伝
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ

　

う
か
。

　

不
公
正
な
税
制
で

家
計
や
経
済
は
ま
す

ま
す
苦
し
く
、
自
営

の
皆
さ
ん
も
大
変
。

誰
の
た
め
の
政
治
で

　

し
ょ
う
か
。

で
時
期
的
に
大
変
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
時
期
の
調
整

が
で
き
た
り
、
参
加
方
法
を
変

え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
可

能
と
思
う
が
、
現
状
で
の
参
加

は
難
し
い
。

　
　
　
　

町
長
は
あ
と
４
か
月

ほ
ど
で
任
期
満
了
を

迎
え
る
が
、
そ
の
後
の
考
え
方

を
町
長
自
身
の
口
か
ら
町
民
に

表
明
い
た
だ
き
た
い
。

町長
　

町
の
財
政
健
全
化
や

子
育
て
支
援
、
健
康
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
を
は
じ
め
、

長
年
の
懸
案
事
項
や
新
た
な
と

り
く
み
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
や
、
年

齢
も
考
慮
し
、
今
期
限
り
で
引

退
し
、
後
進
に
道
を
譲
り
た
い
。

議員

安丸眞一郎  議員

献花する遺族

戦没者追悼式に
小学生の参列を

町長
　

今
回
の
増
税
は
社
会

保
障
の
財
源
確
保
の
た

め
と
し
て
い
る
の
で
、
年
金
、

医
療
、
子
育
て
の
充
実
な
ど
に

つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
景
気
対
策
と
し
て
、

低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯
向
け

の
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
を

発
行
す
る
。

　
　
　
　

住
民
の
負
担
感
が
大

き
い
も
の
が
国
保
税
で

あ
り
、
せ
め
て
子
ど
も
に
も
課

税
さ
れ
る
均
等
割
は
廃
止
し
て

負
担
軽
減
す
べ
き
で
は
。

課長
　

子
ど
も
に
対
す
る
均

等
割
の
減
免
は
協
議
し

て
い
な
い
。

議員

　
　
　
　

私
た
ち
が
お
こ
な
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

生
活
が
悪
く
な
っ
た
と
の
回
答

が
48

%
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら

に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
れ
ば
、

世
帯
あ
た
り
６
万
２
千
円
の
負

担
増
と
な
り
、
複
数
税
率
に
よ

る
自
営
業
者
の
負
担
も
膨
大
に

な
る
。
消
費
税
増
税
に
対
す
る

町
長
の
見
解
と
対
策
は
。

議員

複雑な税率に現場も混乱

町長

☆
こ
の
ほ
か
に
、
「
消
防
団
員

の
現
状
と
今
後
」
「
防
犯
灯

の
設
置
と
維
持
」
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

問.

任
期
満
了
後
の
態
度
表
明
を

今
期
限
り
で
引
退
し
、後
進
に
道
を
譲
る

町
長
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新しい広報委員です。
２年間よろしくお願いします！

パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

次回定例会の予定

12月5日（木）～20日（金）

    12月13日（金）、17日（火）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索

表

風

紙

景

新
有
権
者
の

「
声
」

編
集
後
記

の

　

高
校
生
活
は
い
か
が
で

す
か
。

　

勉
強
や
茶
道
部
の
活
動

で
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、

学
校
生
活
は
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
修
学
旅
行
で
カ
ナ
ダ
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
行
き
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
ま
す
の
で
、
茶
道
を
紹

介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

選
挙
に
つ
い
て
あ
な
た

の
考
え
は
。

　

選
挙
で
当
落
を
決
め
る

わ
け
で
す
が
、
落
選
し
た

候
補
に
投
票
さ
れ
た
方
も
少
な
か

ら
ず
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
少
数
者
の
意
見
に
も
耳
を
傾

け
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
町
民
も
住
民
協

議
会
や
議
会
報
告
会
な
ど
に
参
加

し
、
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
努
力

も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
、
今
回
の
よ
う
に
無
投
票
だ

と
住
民
の
声
が
選
挙
に
反
映
さ
れ
に

く
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

18
歳
に
な
る
と
選
挙
権

を
得
ま
す
が
。

　

学
校
の
役
員
選
挙
と
は

違
い
、
実
際
の
選
挙
は
自

分
が
持
っ
て
い
る
情
報
が
少
な
い

た
め
難
し
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

候
補
者
の
具
体
的
な
活
動
内
容
な

ど
を
、
さ
さ
っ
と
調
べ
ら
れ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
の
選
挙
は
残
念
な
が
ら
32

年
ぶ
り
の
無
投
票
で
し
た
。
要
因

は
な
に
か
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が

必
要
な
の
か
、
し
っ
か
り
と
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
10
月
２
日
に
臨
時
会

を
開
き
、
議
長
・
副
議
長
な
ど
の
職

を
決
定
。
広
報
委
員
も
３
名
が
入

れ
替
わ
り
新
た
な
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
従
来
の
や
り
方
に
と
ら
わ

れ
ず
、
新
た
な
視
点
で
編
集
に
努

め
、
魅
力
あ
る
広
報
紙
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
平
田
）

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

平

山

賢

治

平

田

康

雄

隠

塚

春

子

東 
 

 

義

一

古

賀

世

章

少
数
者
の
声
に
も耳を

傾
け
て

上
高
橋 

床と
こ

島し
ま  

綾あ
や

美み

さ
ん

　

カ
ナ
ダ
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
は
楽
し
み
で
す

ね
。「
日
本
の
文
化
を
伝

え
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。

（
平
田
）

聞き手から

大
刀
洗
小
学
校
の
運
動
会
で
す
。

気
合
い
十
分
！


